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東日本区大会にご参加を
東日本区大会まであと2か月余りとなり、大会の諸準備は佳境に入っています。大会登録費や2日目のプログラム開始時刻等、参加していただき易い工夫がなされています。沢山の方に参加いただき、旧交を温め、また、新しい出会いを楽しみながら情報・交換、相互啓発を活発に行っていただくことを願っています。
因みに、3月30日現在の登録者数は199名です。最終ページにクラブ別の登録者数を掲載いたしました。

大会ウェブサイト（プログラム、登録申込書、最新各クラブ別登録者数等）は下記のとおりです。
http://atsugiys-conv18th.jimdo.com/

以下は、大会実行委員長およびホストクラブの厚木クラブ会長からのメッセージです。
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6月6日、7日に厚木で開催いたします第18回東日本区大会には既に各クラブから多数のご登録をいただきありがとうございます。

とは言え、まだまだ目標の登録者数には届いておりません。登録締め切りまではまだ時間がありますが、ぜひ早目のご登録をお願いいたします。ホテルに関してはかなり予約が埋まってしまっています。

今回の大会の特徴である分科会の開催に際しては、有意義なひとときとなるべく、各分科会を担当される事業主任の皆さんに、それぞれ工夫を凝らしたプログラムを企画いただいています。また、これも今回の特徴である行政との「共催」が、より実りある大会に繋がるようにと準備を進めています。
厚木の山や川そして人が織りなすハーモニーを心に感じて帰られますよう、ワイズの明日へ活力の源となりますよう、精一杯のご歓迎をしようと実行委員会全員準備に励んでおります。
第18回東日本区大会実行委員長　石井芳隆

厚木クラブ会長　堀田哲郎



「東山荘100年募金」ご協力のお願い

日本YMCA同盟国際青少年センター東山荘は今年創立100周年を迎えます。東山荘では2009年から東山荘創立100周年記念第1次募金を開始し、これまでネイチャーセンター、ディーンリーパーメモリアルロッジ、バーベキュー場等が建設されてきましたが、今般、新本館の建設を主たる目的とした第2次募金「東山荘100年募金」を開始することになりました。
新本館建設は、老朽化した本館を耐震性能にも優れたより機能的なものに建て替え、利用者に安心、快適に使っていただくとともに、魅力ある施設によって、利用者を増やして行こうというものです。今年秋に着工し、2017年3月頃に完成の予定です。 

募金名「東山荘100年募金」が表すように、これまでの100年の歴史のもと、これからの新しい100年を展望する計画のための募金です。
募金期間は2017年3月末で、目標額は1億円です。 
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東山荘は私たちワイズメンズクラブが支えるYMCAの日本における中核的な施設であり、新本館建設は、これまで6回の区大会や各種研修会等でも活用してきた東山荘にとっての一大事業であり、東日本区としてもこの募金に最大限協力していきたいと思います。
東日本区ではまとまった金額をJEF（東日本区ワイズ基金）から捧げる予定ですが、第1次募金にご協力いただいた方々も含め、各部、各クラブ、各メンバーの皆さまもどうぞよろしくご協力いただきますよう、お願い申し上げます。
詳しくは各クラブ会長宛に送付する日本YMCA同盟からの依頼状、募金パンフレットをご参照ください。


アジア地域年央会議開催
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2月27日(金)から3月1日（土）にかけて、タイ・バンコクのBangkok Christian Guest Houseにてアジア地域年央会議（Mid-Year Meeting）が開催されました。アジア地域の役員、各区の理事が一堂に会し、課題や今期のこれまでの取り組みについての情報を交換し、来期のアジア地域の計画・予算等について話合いが行われました。席上、2017年のアジア地域大会（今年の京都アジア地域大会の次のアジア地域大会）はタイのチェンマイで開催されることが決定されました。
次回のアジア地域議会はアジア地域大会に併せ、７月30日（木）に京都で開催されます。オブザーブ参加を歓迎いたします。



地域奉仕事業主任から
地域奉仕事業主任　山本剛史郎

【地域奉仕事業アンケートご協力感謝】
地域奉仕事業アンケートへのご協力、ありがとうございました。各クラブ会長、各部の地域奉仕事業主査の皆様に感謝いたします。東日本区の各クラブが地域奉仕事業、YMCA協力をそれぞれの地域の特色に合わせ、工夫努力して行われていることを改めて実感できました。そして、より一層ワイズメンズクラブが「地の塩、世の光」として地域社会、また日本、世界をより良くする働きを行っていることを誇りに思います。今号と次号の2回に亘って、アンケートにご回答いただいたクラブの中間報告（3/29現在）をしたいと思います。今回は北東部、関東東部、東新部、あずさ部です。（北海道部は、現在のところ回答をいただいたクラブはありません。） 
仙台青葉城：チャリティーラン、チャリティーバザー、チャリティーゴルフ、国際青年クリスマス、国際他協力基金への協力、YMCA職員研修会（年に１度、YMCAの職員とワイズメン計160名出席）、分団協議とワイズの活動理解、YMCAボランティアリーダー感謝会、西山児童館でのお祭り、餅つき大会への参加協力、震災復興支援仙台クラブ実行委員会
那須：春と秋の植林活動、地域保健普及講演活動
東京グリーン：神田川船の会、アンダーゴルフ
埼玉：「心のふるさと歌声集会」、「わいわいPC教室」、埼玉YMCA40周年記念募金活動、埼玉YMCA・リーダーOBOG向けメールマガジン編集、埼玉YMCA会員大会への参加、YMCA同盟地球市民育成プロジェクト研修会への参加、日本YMCA大会への参加
所沢：地域にあるNPO法人（統合失調障害者支援団体）絵の支援活動、フラワーアレンジメント教室、埼玉YMCA特別支援クラスへの援助、YMCA事業への参加・支援（チャリティゴルフ・ラン・40周年事業、フェスティバル）、新成人リーダーを祝う会
東京ひがし：ピースウォーク(東京大空襲に近い日曜日に江東区内の慰霊碑を巡る)、東京YMCA会員親睦夏祭り（模擬店の出店）、東京YMCAチャリティーラン、東陽町センターオープンハウスに模擬店出店、東陽町コミ委員とYスタッフの交流会
川越：埼玉YMCAチャリティーラン、埼玉YMCA40周年事業支援、アースディ・イン川越
東京むかで：YMCAユニークダンス・パーティー、リングプルの収集と車椅子の交換
東京世田谷：「世田谷経堂すずらん通りバザー」、YMCAの職員・リーダーとの「バザーの慰労会」、経堂駅前にて街頭募金活動、YMCAすずらん会「歌の広場」
東京目黒：東京YMCA南センターのバザー
東京まちだ：「歌声ひろば」（主催：障害者作業所「シャロームの家」）継続開催の支援活動、「地域夏まつり」での3.11大震災被災地復興支援活動、「忘れない！ 東日本大震災復興支援“希望の凧揚げ”」、「3.11 大震災復興支援のクラブ内募金」
信越妙高：障がい者施設「りんどうの里」支援
甲府：富士山クリーン作戦、ふくろうキャンプ訪問、YMCAバザー（びっくり市、野菜販売、栄村物品販売）、「お正月を遊ぼう」、山梨チャリティーランへの協力、ラ・ロの会への協力
東京武蔵野多摩：くにたちさくらフェスティバル』活動プロジェクト、東京YMCA夏祭り・焼きとうもろこし販売、東京YMCAチャリティーラン、西東京センターファミリークリスマス、西東京センターリーダー感謝会
松本：私費留学生作文コンテスト・アジア賞の審査、授与式
甲府２１：山梨県育成センター納涼会、山梨県障害者フライングディスク大会、山梨YMCAチャリティーラン、山梨YMCAふくろうキャンプ、山梨YMCAバザー、クリスマス例会（リーダーとの交流）
東京八王子：東京YMCA夏祭り西東京センター障碍者のトウモロコシ販売、東京YMCAインターナショナルチャリテイラン、東京YMCA西東京センターのリーダー感謝会、老人ホーム「絹の道」のデイケア―でペイフラワー・手工芸、「八王子・台湾高雄ユース交流コンサート」、東日本大震災支援・地雷廃絶のための街頭募金、東日本大震災支援・地雷廃絶のためのチャリテイコンサート
東京たんぽぽ：わくわくサロン、石巻グループホームに童謡・唱歌を歌う会、リビー支援のためのコンサート、ユースコンボケーションへの参加者推薦、街頭募金の協力
富士五湖：山梨YMCAチャリティーラン、東京YMCA山中湖センタークリスマス会、フライグディスク大会in郡内
長野：「初夏の秋山郷に集う会」、「復興の村・栄村で共に新米を味わう会」、長野県健康長寿課主催「医療介護従事者研修会」（HIV/AIDS啓発活動）への参加
未だ提出されていない部、クラブもありますが、私の集計ミスもあり、上記は暫定的な中間報告です。未提出、または何かしらの理由で報告が掲載されていないクラブは山本までメール、またはFAXでお知らせください。今回、この一覧に載せたものは、各クラブで行っている地域奉仕事業の「タイトル」だけです。アンケートの回答は各クラブの今後のCS・Yサ活動の参考になると思いますので、アンケート回答そのものを東日本区のウェブサイトなどで公開したいと考えています。



EMC事業通信
会員増強事業主任　涌澤　博

【(仮称)石巻広域ワイズメンズクラブ設立準備委員会正式発足】
2月28日（土）、（仮称）石巻広域ワイズメンズクラブ設立準備委員会が発足し、新クラブ設立へ具体的に動き出しました。名称に『広域』というこれまでに無かった名称を採用したのは、石巻地域のみならず東松島市、女川町など、甚大な津波被害を経験した隣接地域と共に多くのメンバーが集い、上記市町で約20万人の人口がいる地区で幅広い活動ができるようにとの思いが込められています。

設立準備委員会では、石巻広域メンバーが支援しようとしているCS活動の話もあり、それに対して仙台3クラブが、どのように支援するかなども検討段階に入って来ました。また、先日仙台青葉城クラブのDBCである、姫路グローバルクラブが被災地支援に訪れた際も、石巻広域メンバーの案内により、我々では説明できない被災状況や、復興状況の詳しい説明がなされました。

石巻地域はここ最近交通インフラが徐々に整備され、いつも渋滞に悩まされている高速道路の4車線化、女川駅までJR線の復旧、仙台から石巻までのJR線が５月に復旧予定など、復興の基礎部分がようやく整いつつある状況です。これまでは、石巻から仙台に戻るのに夜は石巻発19：30発の最終バスを過ぎると、公共交通機関が無く、宿泊しなければ懇親会にも参加できない状況でしたが、5月のJR開通により仙台に戻れる22時頃まで滞在できるようになり、今後ますますワイズ活動の推進へ拍車がかかる事でしょう。

【もりおかクラブ入会式】
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3月14日もりおかクラブに於いて、入会式が行われ参加して参りました。これまで首都圏や甲信越方面での入会式参加要請を多くいただきましたが、なかなか参加する事ができず、今回は東北地域での入会で、絶対参加したいと云う気持ちもあり、久しぶりの立ち合いとなりました。新たに入会した三上さんは、まだ50代前半と若く、もりおかメンバー全員で入会を歓迎しました。例会では隣に座った盛岡YMCAの若いリーダー（26歳）がゲストで参加しておりました。彼は震災後盛岡YMCAで一番初めに宮古へ支援に行ったリーダーとの事。今回で3回目のもりおかクラブの例会参加と聞き、冗談半分で「来月入会式だな」と問いかけると、「入っても良いのですか？」との返答！！　その返答にクラブ会員も大歓迎で、私は即座にカバンの中から会員異動報告書を出し、彼に書かせてお土産としていただいて参りました。入会式は4月4日の予定ですが、まだ若いメンバー故、皆様も暖かく見守っていただければと思います。

もりおかクラブでも宮古地区へのクラブ立ち上げの話題になり、今後、交流会をはじめ準備に向けての段取りを予定している旨を聞いてまいりました。新たなメンバーも増え、石巻に次いでエクステンションにも拍車がかかって参りますので、EMC事業委員会としても最大限の支援をして行きたいと考えております。



国際・交流事業ニュース

国際・交流事業主任　利根川恵子

【国際・交流事業関連の各種献金へのご協力ありがとうございました】
今年度の各種献金へのご協力ありがとうございました。現在最終確認を行っていますが、3月31日現在の暫定的な献金額をお知らせいたします。

BF：1,422,928円　41クラブ (内BF使用済み切手34,621円　15クラブ)

TOF：1,029.540円　46クラブ

RBM：743,496円　37クラブ

YES：300,500円　29クラブ

多くのクラブのご協力に心から感謝申し上げます。
特に、BFの使用済み切手は、「無から有を生み出す」手段として、こつこつとメンバーやそのご家族、協力者がご尽力いただいた賜物で、額の多少にかかわらず、頭が下がります。

また、RBMは、各部の事業主査のご協力により、PRが行き届いたためか、昨年よりも多額の増加となりました。特に今年9月にチャ―ターされたばかりの東京ベイサイドクラブからは246,496円という多額な献金が寄せられたことを、感謝してご報告いたします。

皆さまからのRBM献金によって、マラリアから多くの命が救われることをどうぞお覚えいただき、引き続きご協力をお願いいたします。

さらに、YESにつきましては、EMC事業とタイアップしてYES基金の一部を「エクステンション活動支援金」として活用することとしておりますが、まだまだ献金目標額（48万円程度）には達しておらず、石巻地域、宮古地域等にエクステンションの動きがあることから、是非継続してご協力をお願いいたします。

なお、国際献金に関しては、どのように使用され、どのような成果が生まれているのかというご質問が、これまでよくありました。来る第18回東日本区大会の分科会において、これらの献金の使用目的、成果についてご報告いたしますので、是非ご参加ください。

【那須クラブ－東京目黒クラブがDBCを締結しました】
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3月14日（土）、アジア学院において那須クラブ設立20周年記念感謝例会が執り行われ、その際に、那須クラブと東京目黒クラブがDBCを締結しました。当日の締結式は、私が司式をし、田中東日本区理事署名、大久保北東部部長の立ち会いのもと、田村那須クラブ会長と村野東京目黒クラブ会長が締結書を交わしました。

年度内には、沼津クラブと京都トップスクラブのDBC締結式が4月5日に、十勝クラブと台湾・台北ダウンタウンクラブのIBC締結式が4月18に予定されています。DBC、IBCが締結で終わらず、豊かな交流、さらには共通の目的をもった事業への発展となるよう、区としても応援してまいります。

【BF代表（フルグラント）派遣が決定しました】
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東京サンライズクラブの小山久恵さんが、BF代表として、来る9月から10月にかけて、オーストラリアに派遣されることが決定いたしました。おめでとうございます。小山さんの長年にわたるワイズ歴を生かし、相互に実りのある交流を深め、今後のワイズ運動に多くの示唆をもってご帰国いただくことを期待いたします。

各クラブでは、小山さんの帰国後、例会に卓話者としてお招きいただき、オーストラリアにおけるワイズ運動のホットな情報に直接触れ、今後の活動の糧としていただきますようお願いいたします。

また、ご参考までですが、2016年6月の東日本区大会にかけて、チリからのBF代表を東日本区で受け入れることになっています。

このように、BF代表の派遣・受入は、世界各地のワイズの状況について、直接情報を得たり、国際交流・国際親善に貢献ができたり、とワイズならではの国際的な経験です。その意義をご理解の上、今後も、献金、使用済み切手収集、派遣に応募、受入に協力等、さまざまな形でBF事業にご参加ください。



ユース事業通信
ユース事業主任　衣笠輝夫
【第4回オープンフォーラムY開催案内】
フォーラムの概要：国内外の諸課題に対し、自分なりのアクションプランを持っている者、国内・国際協力、人道支援、社会起業等で活動したい者、さらに学びたい者など様々なニーズを持っているユースが集まり、互いに学び、伝えあい、そして一緒に活動する仲間をつくるフォーラムです。

開催日：2015年5月23日（土）～24日（日）（１泊2日）

会場：代々木オリンピックセンター

参加対象者：環境破壊、貧困、ホームレス、紛争、難民、広がる教育格差など、国内外で起きている様々な課題に積極的に関わる意欲のある以下のユース

・YMCAリーダー、学生YMCAメンバー、YMCA・ワイズプログラム参加者

・YMCA地球市民育成プロジェクト参加者（含むチューター）

・IYC、AYC、YVLF参加者

プログラム内容

講師による講義、実践者としての経験談、アクションプラン・プレゼンテーション、ワークショップ（問題解決型トレーニング）、仲間づくりと実践計画　等
申込締切：2015年5月15日

参加費用：2,000円（宿泊費1,600円含）

第4回オープンフォーラムYをユースにとって実りあるフォーラムにしたいと願っています。さらに詳細が決まりましたら別途、ご案内致します。
お近くのユースに紹介、オブザーバーとしての参加等、ご協力をお願い申し上げます。
【アジア地域ユースコンボケーション推薦締切日の延長】
京都でのアジア地域ユースコンボケーションに関して、各クラブからの推薦締切日は3月20日でしたが、現在、3名の推薦に留まっています。一層のユース参加促進を図りたく、推薦締切日を延長し、4月30日といたします。各クラブにおかれましては、YMCAスタッフ、リーダー、YMCA日本語学校、ホテル学校などの専門学校生、学生YMCAメンバー、コメット、ワイズユースクラブメンバーなどの参加対象者に声かけを行い、推薦していただきますよう、よろしくお願い申し上げます。

【プルタブ収集活動による車イス贈呈先決定】
昨年12月にプルタブ収集量が700kg以上に達しましたので、車イス１台の贈呈先の募集をいたしましたが、下記１件の応募があり、決定いたしました。

応募クラブ：東京グリーンクラブ

贈呈先：東京都多摩障害者スポーツセンター
【地球市民育成プロジェクト報告会・第5期生認証式】
3月22日（日）、在日本韓国YMCAにて日本YMCA同盟主催の今年度の「地球市民プロジェクト」（ワイズ東・西日本区支援）の報告会があり、東日本区から田中理事と私が参加いたしました。
2014年9月の東山荘集中研修から、国内外の様々な問題を見据えて学び、考え、自分の「アクションプラン」を練り上げてきた参加ユースの報告を聞くことができました。どれも素晴らしい報告でした。

【東日本区大会での「ユース事業分科会」のご案内】
テーマ：「大激論！ユース事業の今後を問う」

アピール：ますます高齢化し、会員の減少が止まらないワイズメンズクラブ。私たちは座して死を待つのみなのでしょうか。会員増強のため様々な施策が講じられ、活性化のため多大な努力が払われています。しかし、一時的に同世代会員が増えたとしても、交流・親睦で友人ができ、自分たちの知識・知見が豊かになったとしても、より楽しくなったとしても、それだけで良いのでしょうか。私たちは次の世代のため、世代交代のための長期的な展望を持っているのでしょうか。ユース（若者）にどのように関わるか具体的に考えているでしょうか。近くにユースがいない、感性が違うので共働が難しい、努力してもユースはワイズに入らないので無駄である、・・・ほんとうにそうでしょうか。我々は退場し、新しく若いクラブを作っていくべきなのでしょうか。

様々なご意見・ご提案・見解があります。この分科会で聞き、伝え、検証しながら、ユース事業の先行きを見定めたいと願っています。
多くの方の参加をお待ち申しあげます。


東日本大震災支援対策本部から
[image: image15.jpg]


東日本大震災支援対策本部長／理事　田中博之
4回目の3.11を前に、今年も各地で「希望の凧」が揚がりました。凧に込められた皆さんの思いが被災地に届いたことと思います。

各クラブで継続して被災者支援、復興支援に取り組まれていることに敬意を表します。
今号では、盛岡YMCA宮古ボランティアセンターの最新の状況および仙台で開催された国連防災世界会議での仙台YMCA、仙台3クラブの活動について届いたメッセージをご案内いたします。
【盛岡YMCA宮古ボランティアセンター移転・感謝とご案内】
盛岡YMCA理事長石渡隆司

同総主事　濱塚有史

主の御名を賛美します。東日本大震災から4年の歳月が経過しました。ワイズメンズクラブの皆さまにおかれましては震災当初から物心両面に渡って多大なご支援を頂きましたことを心より感謝申し上げます。

さて、皆さまからの募金で建築された宮古ボランティアセンターですが、今年の5月末をもちまして敷地の土地使用契約が終了します。そのため、ボランティアセンターの移転の準備を昨年末から進めて参りましたが幸い、宮古駅から徒歩20分の場所にある元印刷会社の事務所兼作業所を賃借することができました。

プレハブの建物の処分についても苦慮しておりましたが、YMCAが震災当初からヘドロの除去、瓦礫の撤去等のボランティア活動を行ってきた宮古市鍬ケ崎漁港にあった銭湯「七滝湯」の復建プロジェクトの一環として利用して頂けることとなりました。銭湯の事務所等に使われる予定です。「七滝湯」の復建は、壊滅的な被害を受けた鍬ケ崎地区の復興の一つのシンボルとなることと思います。また、当初多額の解体、撤去費用が予想されましたがこちらの方も復建プロジェクトを支援する地元の建築業者の方が無償で引き受けていただくこととなりました。ボランティアセンターの引っ越しは5月初旬を予定しております。

転居先住所：

〒027-0066  宮古市田の神1-2-32

盛岡YMCAは、2021年まで10年間被災地復興支援活動を継続することを目的としております。そして、この活動を通して

1 他者の悲しみを自分のことのように悲しめること

2 他者の喜びを自分のことのように喜べること

3 自分のしてほしいことを他者にもしてあげられるようになること

以上の3つの価値を宮古の子どもたち、家族、地域に伝えていきます。そのためには、新拠点においての事業開発、宮古ワイズメンズクラブの設立等、新たな課題にも取り組んで参ります。どうぞ、これからもご理解、ご協力をよろしくお願い申し上げます。

【第3回国連防災世界会議In仙台にYMCAと共に参加して】
清水弘一（仙台青葉城） 
3月14日から開催された第3回国連防災世界会議は187の国内外から延べ15万人もの人が参加して19日未明に閉会しました。この会議はこれから10年の世界の防災目標や枠組みを決める国連主催の会議ですが、天皇陛下ご夫妻、総理大臣、国連事務総長や各国の首脳らの出席があり仙台市内は勿論、被災地周辺は緊張した5日間となりました。仙台YMCAと日本YMCA同盟は国連主催の本体会議とは別に、政府機関、地方自治体、NPO、NGO、大学、諸団体などが主催する復興防災をテーマとしたパブリック・フォーラム（関連事業）に参加し、在仙台のワイズメンズクラブは東・西日本区の支援を得て以下のシンポジウムと「体験！防災ウオークラリー」の企画事業に協力・参加しました。

● シンポジウム「災害から尊い命を守るために」
頻発する自然災害で「子どもたちが自分の命をどう守るか」、自分で考え、行動する力が必要とされています。シンポジウムには、一般市民、ボランティア関係者、日本各地からの防災に関心あるユース、ワイズ、YMCA関係者など約90名の参加がありました。基調講演は早稲田大学大学院客員教授の西條剛央氏より「東日本大震災の教訓をどう活かすのか？」、東松島市矢本第二中学校教諭で大川小学校の保護者で次女を亡くされた佐藤敏郎教諭からは「小さな命を守るために　もしもはいつもの中に」、そして横浜YMCA大塚英彦氏により、「防災ウオークラリーで伝えたいこと」をテーマに、それぞれの体験を通しての発題があり、参加者と講演者との活発な意見交換がありました。
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● 体験！「防災ウオークラリー」
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午前のシンポジウムに続き、午後は会場を仙台YMCA立町会館と仙台市西公園に移し「防災ウオークラリー」が実施されました。一般市民、マスコミ関係者、大学生、YMCA・ワイズ関係者30余名が参加しました。講師は大塚英彦氏で、横浜YMCAが運営する三浦ふれあい村で実践するプログラムを体験しました。最初にYMCAで事前の説明があり、会場を西公園に移し、参加者を6グループに分け、事前に準備された西公園を津波の到達場所に想定して、咄嗟の時、自分の命を守るためにいかに判断し、行動を起こすかを全員で体験しました。自分は想定外の災害や場面に遭うことはないとの先入観の打破が、防災への第一歩であるとのYMCAからの貴重なアピールと体験の機会となりました。
●「東日本大震災支援活動」写真展の開催
3.11大震災発生直後から現在までの支援活動～4年の歩み～の写真展を国連防災世界会議に合わせてYMCA立町会館１階ロビーに1週間展示し、一般公開としました。
YMCA石巻支援センター、仙台YMCA支援対策室とワイズメンズクラブ仙台3クラブ実行委員会の支援活動を対象とし、その活動を記録した写真総数は210枚を超える展示となりました。期間中、仙台YMCAを訪れた一般市民、プログラム参加者、ワイズや国連防災世界会議に全国各地より出席したユース等が熱心に見入っていました。
（各クラブ、部での支援活動の予定、実施報告をお寄せください。このコーナーでご紹介させていただきます。）


LTニュース
LT委員長　伊藤幾夫

【LT強調月間に寄せて】

ご承知のように、LTとはリーダーシップ・トレーニング（Leadership Training）の略です。「ワイズマンであること」自体がリーダーシップ・トレーニングといわれています。それは、入会式の際に誓約した5つの事柄にも表わされていますし、ことばを代えて、４つの「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(アイ),I)」( Idealism :理想を持つこと、Interest:興味を持つこと、Initiative:率先して、Industry:労をいとわぬこと)としても表現されています。「理想､興味を持ち､自ら提案者となり､労をいとわず､前向きに行動すること」と表現してもよいでしょう。4月がLTの強調月であることは、特にこの時期は、3月の次期クラブ会長・部役員研修会を受けて、各クラブ・部において、次期に向けての準備が行われ、ワイズメンのリーダーシップがことさら期待される時でもあるからです。

【次期クラブ会長・部役員研修会開催】
3月7日(土)～8日(日)の2日間、日本YMCA同盟東山荘（御殿場）において、次期クラブ会長･部役員研修会が開催されました。出席者は97名（宿泊者75名）でした。1日目は曇りの天気でしたが、2日目は薄日も射す天候で富士山も眺められました。1日目の研修Ⅱでは、基調講演として、｢ワイズメンのリーダーシップに期待するもの」と題して、岡本尚男さん（元日本区理事）からお話をいただきました。ご自身のワイズ体験を通して、ワイズでのリーダーシップは、仕事を含めて社会生活全般にも大いに役立ったことを強調されました。

東日本区、アジア地域、国際の現状を田中理事が報告、渡辺次期理事は現状を踏まえて、ワイズの原点つまり主体となるクラブを前提に、部の強化・活性化を方針に挙げられました。次期4事業主任およびメネット委員長は、次期クラブ会長・部役員が5つのグループに分かれた会場をローテーションでまわり、少人数の中で理解が深まるように解説に工夫を凝らしました。2日目は分科会形式で行う中で活発な議論が展開されました。

東日本大震災復興支援として、聖日礼拝席上献金43,000円、2日間での募金箱募金12,956円、合計55,956円を東日本大震災支援対策本部長田中理事に託しました。


メネットだより
ワイズメネット委員長　加藤真子

早いもので今期も残すところ3ケ月となりました。

残っている活動としましては、国内プロジェクトの「絵本を贈る運動」がこれからになります。現在、日本YMCA同盟の田尻さんが主になって各YMCA幼稚園、保育園等関連施設に連絡していただき、その回答を待って発送作業を行うことになります。現在、集まった献金は130,500円（2015/3/31現在）です。発送作業は仙台で実施いたします。

3/7-8、東山荘での研修会に参加した足で、3/10、東京クラブのメネットナイトに出席してまいりました。第40回目という伝統あるメネットナイトで、歴史あるメネットの活動に触れることができ、また、毎年3月のクラブ例会はメネットが企画、運営もすべて行われていることを大変頼もしく思いました。席上、国内プロジェクトの東日本大震災支援として50,000円をお預かりしてまいりましたこと、再度この場を借りて感謝申し上げます。
3/14、那須クラブの20周年例会・祝会に出席いたしました。ここでもメネットの活躍が司会をはじめ要所で発揮され、6名という小さなクラブですが、活動内容にそしてメネットの力には素晴らしいものがあり、私の持論であります“メネットが元気なクラブはクラブも元気！”に見事に合致するクラブでした。

未だ次期メネット委員長が決まらないという厳しい現状がありますが、何とかメネットの歴史のバトンを渡せるよう願っております。

----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
(東日本区区報第2号の「メネット報」（Notes & News）中、「メネット献金クラブ別一覧」が誤って昨年度のものが掲載されてしまいました。お詫びいたします。訂正版をこの東日本区ニュースに同封し、各クラブ会長にお送りいたします。またウェブサイト版は差し替え済みです。（田中博之）) 



モンゴル応援ツアーのご案内 （寄稿）
東京武蔵野多摩クラブ会長　宮内友弥

当東京武蔵野多摩クラブが共同スポンサーとして昨年9月にチャーターしましたモンゴルのウランバートルクラブ（Y Service Club of Ulaanbaatar）を訪問する「応援ツアー」の企画が纏まりましたので大勢の方々にご参加いただきたくご案内させていただきます。
日程は6月24日（水）東京発で帰国は6月28日（日）。クラブを訪問しフェローシップを深めるとともに、ゲル（パオ）にも宿泊しモンゴルの大自然を満喫する旅です。是非ご検討の上、奮ってお申込みいただきますようよろしくお願い致します。旅行費用は148,000円、申込み締め切りは5月15日（金）です。

詳細は、3月19日に発信致しましたワイズドットコムNo3121をご覧いただくか、宮内または渡邉大輔までお問い合わせください。


4月、5月の予定

4月5日（日）
沼津クラブ・京都トップスクラブDBC締結式（京都）

4月10日（金）
年次代議員会議案提出締め切り 

4月11日（土）、12日（日）
第3回東日本区役員会（東京YMCA東陽町センター）
4月15日（水）
東日本区大会登録締め切り

4月18日（土）
東西日本区理事連絡会議（大阪）
5月9日（土）
甲府クラブ65周年記念例会（甲府・岡島ローヤル会館）
5月23日（土）、24日（日）
オープンフォーラムY（代々木オリンピック公園）


訃報
熱海グローリークラブメンバーの二見　巌さんが、ご逝去されました。謹んでお悔やみ申しあげます。 

二見さんは、1999年に熱海グローリークラブに入会され、第21代(2004年～2005年)および第26代（2009年～2010年）のクラブ会長、熱海YMCAでは俳句教室の教師を務められました。



どうぞよろしく　―新入会員のご紹介―
新入会員の皆さんのプロフィール、一言をご紹介いたします。
相原治代さん(鎌倉)

厚木クラブの千葉裕子ご夫妻と懇意で、伝え聞いたワイズの活動などとても魅力的なので自分も心豊かになれれば良いと思い、鎌倉クラブを紹介され、入会しました。仕事は横須賀の女子中高の音楽教師、趣味は、本格的な料理です。（2月10日入会）

三上隆生さん（もりおか）

このたび盛岡YMCA濱塚氏のご紹介で、盛岡ワイズメンズクラブに入会いたしました三上隆生と申します。１９６１年１１月生まれ、現在IT機器販売・保守の会社で営業をしております。息子がジュニアユースでお世話になったことをきっかけに、今回お誘いを受け、ゲストとして例会に参加し、和気あいあいとした雰囲気と、皆さんのお話を聞けることが楽しみになってきました。まだまだ分からないことだらけではありますが、ワイズを通して自分への投資と考え、できる限りご協力していきたいと思います。今後ともよろしくお願いいたします。（3月14日入会）


第18回東日本区大会・クラブ別登録状況(3月30日現在）
東日本区ニュース


（理事通信）











2014-2015年度　第10号 


2015年4月1日発行





東日本区理事メッセージ                主題：　「誇りと喜びを持って」








次期クラブ会長・部役員研修会も終了し、ワイズは年度終盤の4半期を迎えています。この時期は今年度にとっては仕上げのときであり、次年度にとっては準備の最終段階です。今年度に行おうとしてまだ十分にできていないことはラストスパートに期待いたしますし、積み残しとなりそうなことは是非次期に繋いでください。ワイズ活動は1年ごとに終わるものでなく、今期から次期へとバトンを確実に渡していくこと、年度を越えてPDCAをしっかり行うことによって成長し続けていけると信じています。


今、東京地方では桜が満開です。那覇では1月末に満開となり、東日本区最北の北見では5月中旬に見頃を迎えます。長期にわたる桜のバトンリレーに、東日本区の広さそしてそこでの私たちの成長の可能性を改めて実感しています。                                             （理事：田中博之)









































小山久恵さん





札幌会場での大凧
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